さんど ちらで もよ い、 吉 さんのと ころへ 押し かける と 

したら どんな 者だろう』 と、 神主の 枠 の 若旦那と 言わ 

るる だけに 無遠慮な る 言 い 草、 お 絹 は 何と 聞き し か 

き つ 

『そんなら わたしが 押し かけて 行こう か、 吉 さんいけ 

ないかね。』 

『ァ ハハ ハハハ ばか を 言って る、 ドラ 寝る としょう、 

M じ とし 

皆さん ごゆつ くり』 と、 幸衛 門の 叔父さん 歳よりも 早 

く 禿げし 頭 をな でながら 内に 入りぬ。 

『わたし も 帰って 戦争の 夢で も 見る かな』 と、 罪の な 

い 若旦那の 起ち かかる を 止める ように 

『戦争 はま だ 永く 続きそう でございます かな』 と吉次 



水底に 光れり。 磯 高く 曳き 上げし 舟の 中に お 絹お 常 は 

ゆかた ここち 

浴衣 を 脱ぎす てて 心地 よげ に 水 を 踏み、 ほんに 砂粒 ま 

で 数えら るるよう なと、 海 近く 育ちて 水に 慣れたれば 

ちた 

何の こわい こ ともなく 沖の 方へ ずんずんと 乳の 辺り ま 

い ふところ べっこう くし 

で 出ず る を 吉次は 見て 懐 に 入れし 鼈甲の 櫛 二 板紙に 

くる たもと きもの 

包んだ まま を そ つと 袂 に 入れ換えて 手早く 衣服 を 脱 

ぎ、 そう 沖へ 出ない がいいと 言い 言い 一 一人の そばまで 

ー了ナ ま 

\\ 

つめ 

『吉 さんご らんよ、 そら 足の 爪まで 見える から』 とお 

常が 言う に吉次 

『もうこ こらで 帰ろう よ。 』 



た。』 

ためいき 

『そうか』 と 叔父 は 嘆息な リ。 

『叔父さんのお J 用と いう の は 何。 』 

『用と いうので はない がお 前 驚いて はいけんよ、 吉さ 

んは あっちで 病死した よ。』 

『マ あ！』 とお 絹 は 蒼くな りて 涙 も 出で ず。 

『実は わたし も 驚いて しまったの だ、 昨夜 何屋の 若者 

が 来て、 これこれの 客人が すぐ 来て くれろ というから 

行って 見る と、 その 人 は あっちで 吉 さんと ごく 懇意に 

していた 方で、 吉 さんが 病気 を 親切に 看病して くだ 

さった そうな。 それで 吉 さんの 死ぬ る時吉 さんから 二 



わたしから お礼 をい います、 どうか それで 吉 さんの 後 

を 立派に 弔うて ください、 あらためて わたし からお 頼 

みします から。』 

(明治 三十 三年 九月 作) 
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